
富田看護師には、長きに

わたってお世話になりまし

た。ありがとうございまし

た。また遊びに来て下さい
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生活介護の様子
ＤＭ封入、蓋の向き合わせ、体力づくり、折り

紙工作、脳トレ塗り絵を行いました。
就労継続支援Ｂ型の様子
オニオンさん、お菓子の香梅さん、ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｹ

ﾐｶﾙさん、河田印刷さん、富士甚醤油さん、山内
本店さん、釜屋さん、チューインさんより作業を
受注しました。自主製品は、帯山中バレー部様、
九州学院中学校野球部様、田迎西小サッカー部様、
出水南JVC様、友愛会保育園より受注しました。
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職員一行月記

「私事で恐縮です」

!春よ来い!! 【喬之介】

!忍耐力ってなんだろう？

【E】

!新年度に期待です。 【Ｋ】

!現状維持に努める！ 【吾】

!仕事が出来るってしあわせ

(*^o^*) 【☆】

!新生活も健康第一で!!!

【レバー】

富田さんより皆さんへ

現役時代、定年退職後、夫婦で「北海道・山形・

箱根・京都・石垣島」等、ゆっくり楽しんできまし

た。

中でも、日光東照宮の素晴らしさ、京都の寺社

仏閣の見事さは、人間の能力の素晴らしさに感銘し

ました。また、仏像を見ていると、眩しくて心が洗

われたようで、まだまだ頑張らなくてはと思ったこ

とでした。

私は、道端の石ころにしか値しないと、つくづ

く落ち込んだこともあり、上を見ればきりがない、

自分にできることを一生懸命やるしかないと、日々

を大切に送っていくことにしています。

小旅行をしてまいりましたが、やっぱり熊本が

一番大好きです。

この度、3月31日で退職することとなりました。

早いもので約8年10か月務めることができました。採

用決定通知の連絡をいただいた時は、嬉しさはもちろ

ん、同時に不安が頭をよぎりました。しかし、契約変

更で週1回の勤務になったとのことがショックを受け

ました。気を取り直し、利用者の皆様としっかり向き

合い、笑顔で仲良く接していくことが良いコミュニケ

ーションの基本と私にとっての目標にして、今日まで

まいりました。

出勤日が楽しくて楽しくて、現役のころの、緊張感

とはまた違い、人権の尊重をかみしめたところでした。

お別れは、お名残り惜し

いですが、どうぞ皆様、お

体を大切にお過ごし下さい。

コロナが終息して、いつ

もの日常が来る事を心より

お祈り申し上げます。
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